
 橋本正幸議員は、国民健康保険税問題を取

り上げ、障がい者用駐車場についても質問し

ました。 

 国民健康保険税については、｢子どもが生

まれると均等割が課税される｣｢所得の低い層

ほど負担が重い逆進性になっているのでない

か｣｢全国知事会も国に対し１兆円の財政支援

と、子ども均等割の見直しなどを求めてい

る。少なくとも子ども均等割の減免を当市で

も検討すべきでないか｣などと質問しまし

た。 

 これに対して市長は、｢当市では加入世帯

の６割の世帯に対し法定軽減を実施し、配慮

している。保険税額は総じて累進性が確保さ

れている中で賦課していると考える｣と答え

るにとどまりました。 

 市役所木田庁舎正面玄関の｢思いやり駐車

場｣に屋根を、という質問には、｢具体的な検

討を進めていく｣と答えました。 

 橋爪議員は公立・公的病院の再編、消防、

住宅リフォーム等について質問しました。 

 このうち、公立・公的病院の再編問題で

は、｢病床数の削減を前提とするのではな

く、各地域の実情に沿った、医療・介護サー

ビスの提供体制の充実を図る｣視点での議論

が必要と主張し、厚労省の強引な進め方を批

判して行動することを求めました。 

 村山市長は、｢医療機関が担う急性期機能

やそのために必要な病床数などについて再検

証を求めるものであり、直ちに再編統合を強

制されるものではない。冷静に受け止め、今

後の動向を注視しながら対応してまいりた

い｣と厚労省の今回にやり方に一定の理解を

示しました。 

 同議員は再質問の中で、県病院局の動きに

も触れながら、｢いますぐどうなるという問

題ではない｣という認識を改めるよう求めま

した。 

 店舗改装、住宅リフォームの２促

進事業は、地域経済の動向を見て来

年度末に廃止するかどうかの判断を

するとしていますが、経済指標だけ

でなく、関係団体の意向も聞くこと

が確認されました。 
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 上野議員は、えちごトキめき鉄道の運賃値

上げと支援スキームのことを中心に質問を展

開しました。 

 同議員は、えちごトキめき鉄道の運賃値上

げは、鉄道施設の維持補修・設備更新に係る

経費が当初の想定以上になっていることなど

から、国の支援スキームの拡充が必要だとの

べるとともに、同スキームが見直されるまで

運賃改定を行うべきでないと訴えました。 

 これに対して市長は、｢開業以来ほぼ横ばい

で利用者が推移しているものの、特急列車の

廃止や新潟方面との直通列車の減便等による

影響に加え、鉄道施設の維持補修・設備更新

に係る経費が当初の想定以上に多額に及んで

いることなどから、非常に厳しい経営状況と

なっている。市としても、国に対し、更なる

支援拡充を継続して要望している｣｢国の支援

スキームが見直されるまで運賃改定を行わな

い場合、厳しい経営状況に一層の影響を及ぼ

す。見直しの確証がない中での単なる先送り

は適切でない｣と答えました。 

 同議員はまた、｢トキ鉄と住民・利用者との

良い関係性を構築すべき｣と主張。これに対し

て市長は、協力関係を大切にしてもらえるも

のと思うと期待を表明しました。 
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